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【年通号数】公開・登録公報2009-044
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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/02    ３１０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/02    ３１０Ｇ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光導波板を有する発光キーボードであって、
キーモジュールと；
該キーモジュールの下部に設けられた発光モジュールと；を備え、該発光モジュールは、
光入射部と光出射部とを含む透明光導波板であって、該光入射部は、該光導波板で形成さ
れた断面であり、各々の該光出射部は、光線を該キーモジュールに提供するための複数の
光出射体を備えた、透明光導波板と；
該光入射部に対応して配置された複数の発光体であって、該発光体により発された光線は
、該断面を通って該光導波板に導入され、該発光体と同じ側に位置する該光出射部の個数
は、該光出射部と該発光体との間の距離が大きくなるに従って多くなる発光体と；
該光導波板の下部に設けられた反射板と；を含み、
該発光体は、該反射板上に設けられた片側発光するＬＥＤランプであり；該反射板は、各
々がその中に該発光体を収容する複数の収容孔を備え、該反射板の底面には、該複数の収
容孔に対応して回路基板が設けられ、該回路基板は該発光体に電気的に接続され、該電源
接続線を介して電源に接続され；複数の貫通孔が該光導波板において設けられ、それによ
り、該貫通孔の側壁を該光入射部にあるように形成され；該収容孔に対応して位置する該
貫通孔は、各々該発光体をその中に受容し；
各々の該光出射体は円形貫通孔であり、該発光体から遠く離れている最外側の該光出射部
は各々、長い貫通スロットをさらに備え；
該光出射部は複数行に配列され、該発光体と同側の該光出射部は交互に設けられているこ
とを特徴とする、光導波板を有する発光キーボード。
【請求項２】
前記キーモジュールは、複数行のキーを備え；前記光導波板は、光入射領域と、光出射領
域と、該光入射領域と該光出射領域との間で接続される接続領域とを備え；前記光入射部
は該光入射領域に設けられ、前記光出射部は該光出射領域に設けられ、該接続領域は、少
なくとも１行のキーに対応して設けられることを特徴とする、請求項１記載の光導波板を
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有する発光キーボード。
【請求項３】
光導波板を有する発光キーボードであって、複数行のキーを有するキーモジュールと；
該キーモジュールの下部に設けられた発光モジュールと；を備え、該発光モジュールは、
光入射領域と光出射領域と、該光入射領域と該光出射領域との間に接続される接続領域と
を有し、該光入射領域には、該光導波板上に形成された断面である複数の光入射部が設け
られ、該光出射領域には、光線を該キーモジュールに提供するための複数の光出射部が設
けられ、該接続領域は、少なくとも１行のキーに対応して配置された透明光導波板と；
該光入射部に対応して配置された複数の発光体であって、該発光体により発された光線は
、該断面を通って該光導波板に導入される発光体と；
該光導波板の下部に設けられた反射板と；を含み、
該発光体は、該反射板上に設けられた片側発光するＬＥＤランプであり；該反射板は、各
々がその中に該発光体を収容する複数の収容孔を備え、該反射板の底面には、該複数の収
容孔に対応して回路基板が設けられ、該回路基板は該発光体に電気的に接続され、該電源
接続線を介して電源に接続され；複数の貫通孔が該光導波板において設けられ、それによ
り、該貫通孔の側壁を該光入射部にあるように形成され；該収容孔に対応して位置する該
貫通孔は、各々該発光体をその中に受容し；
該光出射部は複数行に配列され、該発光体と同側の該光出射部は交互に設けられているこ
とを特徴とする、光導波板を有する発光キーボード。
【請求項４】
光導波板を有する発光キーボードであって、
キーモジュールと；
該キーモジュールの下部に設けられた発光モジュールと；を備え、該発光モジュールは、
複数の光入射部を有し、光導波板で形成された断面である光入射部と、光線を該キーモジ
ュールに提供するための複数の光出射部とを有し、各々の該光出射部は、貫通孔、凸点、
凹点および凹溝から選択された少なくとも２種類の構造を有する複数の光出射体を備えた
透明光導波板と；
該光入射部に対応して配置された複数の発光体であって、該発光体により発された光線は
、該断面を通って該光導波板に導入される発光体と；
該光導波板の下部に設けられた反射板と；を含み、
該光出射体は該光導波板の対向する側に配置され、それにより該反射板の対向する側に配
置された該光出射体は、光線を該キーモジュールに直接伝導入することを特徴とする、光
導波板を有する発光キーボード。
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